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実現
じつげん

に向
む

けた取組
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  第
だい

１節
せつ

 市⺠
しみん

の理解
りかい

促進
そくしん

（第
だい

１８ 条
じょう

・第
だい

１９ 条
じょう

） 

  第
だい

２節
せつ

 情報
じょうほう

の取得
しゅとく

及
およ

び意思
いし

疎通
そつう

（第
だい

２０ 条
じょう

―第
だい

２４ 条
じょう

） 

  第
だい

３節
せつ

 ⾃⽴
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

（第
だい

２５ 条
じょう

・第
だい

２６ 条
じょう

） 

 第
だい

４ 章
しょう

 雑則
ざっそく

（第
だい

２７ 条
じょう

） 

 附則
ふそく

 

 

前文
ぜんぶん

 

 私
わたし

たちの住
す

む⻘森市
あおもりし

は、世界
せかい

有数
ゆうすう

の豪雪
ごうせつ

都市
とし

であることから、特
とく

に 外出
がいしゅつ

時
じ

において 障
しょう

が

いのある人
ひと

が困難
こんなん

な 状況
じょうきょう

に 直面
ちょくめん

するなど、厳
きび

しい⾃然
しぜん

環境
かんきょう

にありながらも、障
しょう

がいのあ

る人
ひと

が安心
あんしん

して暮
く

らすことができるまちとなるよう、これまで、互
たが

いを 尊重
そんちょう

し支
ささ

え合
あ

う社会
しゃかい

の形成
けいせい

、障
しょう

がいのある人
ひと

の地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

の 充実
じゅうじつ

、障
しょう

がいのある人
ひと

の⾃⽴
じりつ

した生活
せいかつ

の確保
かくほ

及
およ

び 障
しょう

がいのある人
ひと

の安全
あんぜん

・安心
あんしん

な暮
く

らしの確保
かくほ

を基本
きほん

方向
ほうこう

として、様々
さまざま

な施策
しさく

を進
すす

めてき

たところである。 

 しかしながら、 障
しょう

がい及
およ

び 障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

する理解
りかい

不⾜
ふそく

や誤解
ごかい

などにより、 障
しょう

が

いのある人
ひと

が、障
しょう

がいを理由
りゆう

に不利益
ふりえき

な取
とり

扱
あつか

いを受
う

けている、障
しょう

がいに対
たい

する配慮
はいりょ

が 十分
じゅうぶん
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ではないと感
かん

じている 状況
じょうきょう

が⾒
み

られる。 

 国際的
こくさいてき

には、国際
こくさい

連合
れんごう

で「障害者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

に関
かん

する 条約
じょうやく

」が平成
へいせい

１８年
ねん

に採択
さいたく

され、障
しょう

が

いのある人
ひと

の権利
けんり

を 尊重
そんちょう

する意識
いしき

が高
たか

まったところである。また、同条約
どうじょうやく

において「手話
しゅわ

その他
た

の形態
けいたい

の非音声
ひおんせい

言語
げんご

」についても言語
げんご

とされたところである。我
わ

が国
くに

においても、

障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

が改正
かいせい

され、また、障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の 解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

が制定
せいてい

されるなど、障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

をなくし、障
しょう

がいの有無
うむ

によって分
わ

け隔
へだ

てられるこ

となく、相互
そうご

に人格
じんかく

と個性
こせい

を 尊重
そんちょう

し合
あ

いながら 共生
きょうせい

する社会
しゃかい

の実現
じつげん

を目
め

指
ざ

すこととしてい

る。 

 このような 状況
じょうきょう

を踏
ふ

まえ、本市
ほんし

においても、障
しょう

がいのある人
ひと

もない人
ひと

も、誰
だれ

もが等
ひと

しく

基本的
きほんてき

人権
じんけん

を 享有
きょうゆう

するかけがえのない個人
こじん

として、これまで以上
いじょう

に人格
じんかく

と個性
こせい

が 尊重
そんちょう

され

るためには、 障
しょう

がい及
およ

び 障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

する市⺠
しみん

の理解
りかい

を深
ふか

めるとともに、 障
しょう

がい

のある人
ひと

に対
たい

する差別
さべつ

の 解消
かいしょう

及
およ

び 障
しょう

がいのある人
ひと

の権利
けんり

を 尊重
そんちょう

するための取組
とりくみ

を推進
すいしん

し

ていく必要
ひつよう

がある。 

 私
わたし

たちは、全
すべ

ての市⺠
しみん

が、誰
だれ

もが互
たが

いを 尊重
そんちょう

し、支
ささ

え合
あ

い、地域
ちいき

で安心
あんしん

して暮
く

らしなが

ら、生
い

きがいを持
も

って参加
さんか

できる 共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

を目
め

指
ざ

し、この 条例
じょうれい

を制定
せいてい

する。 

 

   第
だい

１ 章
しょう

 総則
そうそく

 

 （目的
もくてき

） 

第
だい

１ 条
じょう

 この 条例
じょうれい

は、障
しょう

がい及
およ

び 障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

する市⺠
しみん

の理解
りかい

を深
ふか

めるとともに、

障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

を 解消
かいしょう

し、及
およ

び 障
しょう

がいのある人
ひと

の権利
けんり

を 尊重
そんちょう

するための

基本的
きほんてき

な事項
じこう

等
とう

を定
さだ

めることにより、 障
しょう

がいの有無
うむ

によって分
わ

け隔
へだ

てられることなく、

誰
だれ

もが互
たが

いを 尊重
そんちょう

し、支
ささ

え合
あ

い、地域
ちいき

で安心
あんしん

して暮
く

らしながら、生
い

きがいを持
も

って参加
さんか

できる 共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

を図
はか

ることを目的
もくてき

とする。 

 （定義
ていぎ

） 

第
だい

２ 条
じょう

 この 条例
じょうれい

において、次
つぎ

の各号
かくごう

に掲
かか

げる用語
ようご

の意義
いぎ

は、当該
とうがい

各号
かくごう

に定
さだ

めるところに

よる。 

 一
いち

 障
しょう

がいのある人
ひと

 身体障
しんたいしょう

がい、知的
ちてき

障
しょう

がい、精神障
せいしんしょう

がい（発達障
はったつしょう

がいを含む
ふく

。）そ

の他
た

の心身
しんしん

の機能
きのう

の 障
しょう

がい（以下
いか

「 障
しょう

がい」という。）がある者
もの

であって、 障
しょう

がい及
およ

び社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

により継続的
けいぞくてき

に 日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

に相当
そうとう

な制限
せいげん

を受
う

ける 状態
じょうたい

にあ

るものをいう。 
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 二
に

 障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

 障
しょう

がい又
また

は 障
しょう

がいに関連
かんれん

する事由
じゆう

を理由
りゆう

として、

直接的
ちょくせつてき

なものであると間接的
かんせつてき

なものであるとにかかわらず不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いをす

ることにより、 障
しょう

がいのある人
ひと

の権利
けんり

利益
りえき

を侵害
しんがい

することをいう。 

 三
さん

 社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

 障
しょう

がいのある人
ひと

にとって 日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

を 営
いとな

む上
うえ

で 障壁
しょうへき

と

なるような社会
しゃかい

における事物
じぶつ

、制度
せいど

、慣⾏
かんこう

、観念
かんねん

その他
た

一切
いっさい

のものをいう。 

 四
よん

 合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

 障
しょう

がいのある人
ひと

から現
げん

に社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

を必要
ひつよう

としている旨
むね

の

意思
いし

の 表明
ひょうめい

があった場合
ばあい

において、その実施
じっし

に伴
とも

う負担
ふたん

が過重
かじゅう

でない場合
ばあい

に、当該障
とうがいしょう

がいのある人
ひと

の権利
けんり

利益
りえき

を侵害
しんがい

することとならないよう、性別
せいべつ

、年齢
ねんれい

及
およ

び 障
しょう

がいの

状態
じょうたい

に応
おう

じて講
こう

じられるべき措置
そち

をいう。 

 （基本
きほん

理念
りねん

） 

第
だい

３ 条
じょう

 共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けた取組
とりくみ

は、次
つぎ

に掲
かか

げる事項
じこう

を基本
きほん

として ⾏
おこな

われなければ

ならない。 

 一
いち

 障
しょう

がいのある人
ひと

もない人
ひと

も、性別
せいべつ

又
また

は年齢
ねんれい

にかかわらず、かけがえのない個人
こじん

とし

ての権利
けんり

が 平等
びょうどう

に 尊重
そんちょう

されること。 

 二
に

 障
しょう

がいのある人
ひと

が、不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いによって、その権利
けんり

利益
りえき

が侵害
しんがい

されないこ

と。 

 三
さん

 障
しょう

がいのある人
ひと

が、住
す

み慣
な

れた地域
ちいき

において、安心
あんしん

して暮
く

らしていくことができる

よう、社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

の実施
じっし

について、必要
ひつよう

な合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

がされること。 

 四
よん

 市⺠
しみん

一人一人
ひとりひとり

が、障
しょう

がい及
およ

び 障
しょう

がいのある人
ひと

に関心
かんしん

を持
も

ち、理解
りかい

を深
ふか

めることがで

きるよう、普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

が ⾏
おこな

われること。 

 五
ご

 誰
だれ

もが互
たが

いに意思
いし

を伝
つた

え合
あ

い理解
りかい

し合
あ

えるよう、 障
しょう

がいのある人
ひと

が、言語
げんご

（手話
しゅわ

を

含
ふく

む。）その他
た

の意思
いし

疎通
そつう

のための手段
しゅだん

について選択
せんたく

の機会
きかい

が確保
かくほ

されるとともに、

情報
じょうほう

の取得
しゅとく

及
およ

び意思
いし

疎通
そつう

のための手段
しゅだん

について選択
せんたく

の機会
きかい

の拡大
かくだい

が図
はか

られること。 

 （市
し

の責務
せきむ

） 

第
だい

４ 条
じょう

 市
し

は、 前条
ぜんじょう

に規定
きてい

する基本
きほん

理念
りねん

にのっとり、 障
しょう

がい及
およ

び 障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

す

る市⺠
しみん

の理解
りかい

を深
ふか

めるとともに、障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

を 解消
かいしょう

し、及
およ

び 障
しょう

がいのある

人
ひと

の権利
けんり

を 尊重
そんちょう

するために必要
ひつよう

な施策
しさく

を策定
さくてい

し、及
およ

びこれを実施
じっし

するものとする。 

 （市⺠
しみん

及
およ

び事
じ

業者
ぎょうしゃ

の責務
せきむ

） 

第
だい

５ 条
じょう

 市⺠
しみん

及
およ

び事
じ

業者
ぎょうしゃ

は、 前条
ぜんじょう

に規定
きてい

する施策
しさく

に 協⼒
きょうりょく

するよう努
つと

めるものとする。 
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   第
だい

２ 章
しょう

 障
しょう

がいのある人
ひと

の権利
けんり

の 尊重
そんちょう

 

    第
だい

１節
せつ

 障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

する差別
さべつ

等
とう

の禁止
きんし

 

 （差別
さべつ

等
とう

の禁止
きんし

） 

第
だい

６ 条
じょう

 全
すべ

ての市⺠
しみん

は、 障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

し、 障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

をすることそ

の他
た

の権利
けんり

利益
りえき

を侵害
しんがい

する⾏為
こうい

をしてはならない。 

２ 全
すべ

ての市⺠
しみん

は、障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

は直接的
ちょくせつてき

に ⾏
おこな

われるだけでなく、間接的
かんせつてき

に ⾏
おこな

われることがあることを理解
りかい

しなければならない。 

 （社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

の実施
じっし

についての合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

） 

第
だい

７ 条
じょう

 市
し

及
およ

び事
じ

業 者
ぎょうしゃ

は、次
つぎ

に掲
かか

げる場合
ばあい

には、社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

の実施
じっし

について、

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

をしなければならない。 

 一
いち

 医療
いりょう

、 教育
きょういく

又
また

は 療育
りょういく

その他
た

の福祉
ふくし

サービスを 提供
ていきょう

するとき。 

 二
に

 不特定
ふとくてい

かつ多数
たすう

の者
もの

が利用
りよう

する施設
しせつ

（ 公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
きかん

を含
ふく

む。）を利用
りよう

に 供
きょう

するとき。 

 三
さん

 情報
じょうほう

を 提供
ていきょう

及
およ

び 受領
じゅりょう

するとき。 

 四
よん

 災害
さいがい

時
じ

及
およ

び 緊急
きんきゅう

時
じ

に援護
えんご

を ⾏
おこな

うとき。 

 五
ご

 商品
しょうひん

の販売
はんばい

、不動産
ふどうさん

の取引
とりひき

又
また

はサービス（第一号
だいいちごう

に規定
きてい

するサービスを除
のぞ

く。）の

提供
ていきょう

をするとき。 

 六
ろく

 雇用
こよう

するとき。 

 七
しち

 その他
た

市
し

及
およ

び事
じ

業 者
ぎょうしゃ

が事務
じむ

又
また

は事業
じぎょう

を ⾏
おこな

うに当
あ

たり、社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

の実施
じっし

に

ついて、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

と認
みと

められるとき。 

２ 市⺠
しみん

は、前項
ぜんこう

各号
かくごう

に掲
かか

げる場合
ばあい

には、社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

の実施
じっし

について、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

をするよう努
つと

めるものとする。 

 （令和
れ い わ

６年
  ねん

3月
がつ

条 例
じょうれい

第 7 号
だい  ごう

・一部
い ち ぶ

改正
かいせい

） 

 

    第
だい

２節
せつ

 障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

に対
たい

する相談
そうだん

体制
たいせい

 

 （相談
そうだん

） 

第
だい

８ 条
じょう

 障
しょう

がいのある人
ひと

又
また

は当該障
とうがいしょう

がいのある人
ひと

の家族
かぞく

その他
た

関係者
かんけいしゃ

（以下
いか

「 障
しょう

がいの

ある人
ひと

等
とう

」という。）は、市
し

に対
たい

し、障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

（社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

を実施
じっし

するための合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

をしないことを含
ふく

む。以下
いか

同
おな

じ。）に関
かん

する相談
そうだん

をすることができ

る。 
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２ 市
し

は、 障
しょう

がいのある人
ひと

等
とう

から前項
ぜんこう

の規定
きてい

による相談
そうだん

を受
う

けたときは、必要
ひつよう

に応
おう

じて次
つぎ

に掲
かか

げる対応
たいおう

を ⾏
おこな

うものとする。 

 一
いち

 障
しょう

がいのある人
ひと

等
とう

及
およ

び当該
とうがい

相談
そうだん

に係
かか

る事案
じあん

（以下
いか

「相談
そうだん

事案
じあん

」という。）の関係者
かんけいしゃ

へ

の事実
じじつ

の確認
かくにん

及
およ

び調査
ちょうさ

 

 二
に

 障
しょう

がいのある人
ひと

等
とう

及
およ

び相談
そうだん

事案
じあん

の関係者
かんけいしゃ

への相談
そうだん

事案
じあん

の解決
かいけつ

に必要
ひつよう

な説明
せつめい

及
およ

び

助言
じょげん

 

 三
さん

 関係
かんけい

⾏政
ぎょうせい

機関
きかん

への通知
つうち

 

 四
よん

 前
ぜん

三号
さんごう

に掲
かか

げるもののほか、障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

を 解消
かいしょう

するために必要
ひつよう

な対応
たいおう

 

 （助言
じょげん

又
また

はあっせんの 申
もうし

⽴
た

て） 

第
だい

９ 条
じょう

 前条
ぜんじょう

第
だい

１項
こう

の規定
きてい

により相談
そうだん

をした 障
しょう

がいのある人
ひと

等
とう

は、 同条
どうじょう

第
だい

２項
こう

の規定
きてい

に

よる対応
たいおう

が ⾏
おこな

われてもなお相談
そうだん

事案
じあん

が解決
かいけつ

されないときは、市⻑
しちょう

に対
たい

し、その解決
かいけつ

のた

めに必要
ひつよう

な助言
じょげん

又
また

はあっせんの 申
もうし

⽴
た

てをすることができる。ただし、当該障
とうがいしょう

がいのある

人
ひと

の家族
かぞく

その他
た

関係者
かんけいしゃ

が助言
じょげん

又
また

はあっせんの 申
もうし

⽴
た

てをしようとする場合
ばあい

において、当該
とうがい

助言
じょげん

又
また

はあっせんの 申
もうし

⽴
た

てをすることが 当該障
とうがいしょう

がいのある人
ひと

の意
い

に反
はん

することが明
あき

ら

かである場合
ばあい

は、この限
かぎ

りでない。 

２ 助言
じょげん

又
また

はあっせんの 申
もうし

⽴
た

ては、⾏政
ぎょうせい

不服
ふふく

審査法
しんさほう

（平成
へいせい

２６年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

６８号
ごう

）その他
た

の

法令
ほうれい

に基
もと

づく不服
ふふく

申⽴
もうした

ての手続
てつづき

をすることができる ⾏
ぎょう

政庁
せいちょう

の処分
しょぶん

に対
たい

しては、すること

ができない。 

 （助言
じょげん

又
また

はあっせん） 

第
だい

１０ 条
じょう

 市⻑
しちょう

は、 前条
ぜんじょう

第
だい

１項
こう

の 申
もうし

⽴
た

てがあった場合
ばあい

には、⻘森市
あおもりし

障
しょう

がい者
しゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

調整
ちょうせい

委員会
いいんかい

に対
たい

し、助言
じょげん

又
また

はあっせんを ⾏
おこな

うことの適否
てきひ

について諮問
しもん

するものとする。 

２ ⻘森市
あおもりし

障
しょう

がい者
しゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

調整
ちょうせい

委員会
いいんかい

は、前項
ぜんこう

の助言
じょげん

又
また

はあっせんを ⾏
おこな

うことの適否
てきひ

を判断
はんだん

するために必要
ひつよう

があると認
みと

めるときは、当該
とうがい

申
もうし

⽴
た

てに係
かか

る事案
じあん

の関係者
かんけいしゃ

に対
たい

し、

その 出席
しゅっせき

を求
もと

めて意⾒
いけん

を聴
き

くことができる。 

３ 市⻑
しちょう

は、⻘森市
あおもりし

障
しょう

がい者
しゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

調整
ちょうせい

委員会
いいんかい

から諮問
しもん

に対
たい

する答申
とうしん

を受
う

け、助言
じょげん

又
また

は

あっせんを ⾏
おこな

うことが適当
てきとう

であると認
みと

めた場合
ばあい

は、当該
とうがい

申
もうし

⽴
た

てに係
かか

る事案
じあん

の関係者
かんけいしゃ

に対
たい

し、助言
じょげん

又
また

はあっせんを ⾏
おこな

うものとする。 

 （勧告
かんこく

） 

第
だい

１１ 条
じょう

 市⻑
しちょう

は、 前条
ぜんじょう

第
だい

３項
こう

の規定
きてい

により助言
じょげん

又
また

はあっせんを ⾏
おこな

った場合
ばあい

において、
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障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

を ⾏
おこな

ったと認
みと

められる者
もの

が、当該
とうがい

助言
じょげん

又
また

はあっせんに 従
したが

わな

いときは、当該
とうがい

助言
じょげん

又
また

はあっせんに 従
したが

うよう勧告
かんこく

することができる。 

 

    第
だい

３節
せつ

 ⻘森市
あおもりし

障
しょう

がい者
しゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

調整
ちょうせい

委員会
いいんかい

 

 （設置
せっち

等
とう

） 

第
だい

１２ 条
じょう

 この 条例
じょうれい

の規定
きてい

によりその権限
けんげん

に属
ぞく

させられた事項
じこう

を処理
しょり

するため、⻘森市
あおもりし

障
しょう

がい者
しゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

調整
ちょうせい

委員会
いいんかい

（以下
いか

「 調整
ちょうせい

委員会
いいんかい

」という。）を置
お

く。 

２ 調整
ちょうせい

委員会
いいんかい

は、前項
ぜんこう

に定
さだ

めるもののほか、障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の 解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

す

る法律
ほうりつ

（平成
へいせい

２５年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

６５号
ごう

）第
だい

１７ 条
じょう

第
だい

１項
こう

に規定
きてい

する 障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

支援
しえん

地域協
ちいききょう

議会
ぎかい

の事務
じむ

を ⾏
おこな

うものとする。 

 （組織
そしき

） 

第
だい

１３ 条
じょう

 調整
ちょうせい

委員会
いいんかい

は、委員
いいん

１１人
にん

以内
いない

をもって組織
そしき

する。 

２ 委員
いいん

は、 障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の 解消
かいしょう

等
とう

に関
かん

して、高
たか

い識⾒
しきけん

を有
ゆう

する者
もの

であって、

次
つぎ

の各号
かくごう

のいずれかに該当
がいとう

するもののうちから、市⻑
しちょう

が委嘱
いしょく

する。 

 一
いち

 障
しょう

がいのある人
ひと

又
また

はその家族
かぞく

 

 二
に

 福祉
ふくし

、医療
いりょう

、雇用
こよう

、 教育
きょういく

等
とう

に関
かん

する事業
じぎょう

に従事
じゅうじ

する者
もの

 

 三
さん

 障
しょう

がい者
しゃ

福祉
ふくし

に関
かん

し学識
がくしき

経験
けいけん

を有
ゆう

する者
もの

 

 四
よん

 弁護士
べんごし

 

 五
ご

 その他
た

市⻑
しちょう

が必要
ひつよう

と認
みと

める者
もの

 

 （任期
にんき

等
とう

） 

第
だい

１４ 条
じょう

 委員
いいん

の任期
にんき

は、２年
ねん

とし、再任
さいにん

を 妨
さまた

げない。ただし、委員
いいん

が欠
か

けた場合
ばあい

におけ

る補欠
ほけつ

の委員
いいん

の任期
にんき

は、前任者
ぜんにんしゃ

の残任
ざんにん

期間
きかん

とする。 

２ 委員
いいん

は、職務上
しょくむじょう

知
し

り得
え

た秘密
ひみつ

を漏
も

らしてはならない。その 職
しょく

を 退
しりぞ

いた後
あと

も、同様
どうよう

とす

る。 

３ 市⻑
しちょう

は、委員
いいん

が前項
ぜんこう

前段
ぜんだん

の規定
きてい

に違反
いはん

したことが判明
はんめい

したとき、又
また

は職務
しょくむ

の遂⾏
すいこう

に必要
ひつよう

な適格性
てきかくせい

を欠
か

くと認
みと

めるときは、これを 解職
かいしょく

するものとする。 

 （委員⻑
いいんちょう

及
およ

び副委員⻑
ふくいいんちょう

） 

第
だい

１５ 条
じょう

 調整
ちょうせい

委員会
いいんかい

に委員⻑
いいんちょう

及
およ

び副委員⻑
ふくいいんちょう

を置
お

き、委員
いいん

の互選
ごせん

によってこれを定
さだ

める。 

２ 委員⻑
いいんちょう

は、会務
かいむ

を総理
そうり

し、 調整
ちょうせい

委員会
いいんかい

を 代表
だいひょう

する。 
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３ 副委員⻑
ふくいいんちょう

は、委員⻑
いいんちょう

を補佐
ほさ

し、委員⻑
いいんちょう

に事故
じこ

があるとき、又
また

は委員⻑
いいんちょう

が欠
か

けたときは、

その職務
しょくむ

を代理
だいり

する。 

 （会議
かいぎ

） 

第
だい

１６ 条
じょう

 調整
ちょうせい

委員会
いいんかい

の会議
かいぎ

は、委員⻑
いいんちょう

が 招集
しょうしゅう

し、委員⻑
いいんちょう

が会議
かいぎ

の議⻑
ぎちょう

となる。 

２ 調整
ちょうせい

委員会
いいんかい

の会議
かいぎ

は、委員
いいん

の半数
はんすう

以上
いじょう

が 出席
しゅっせき

しなければ開
ひら

くことができない。 

３ 調整
ちょうせい

委員会
いいんかい

の議事
ぎじ

は、出席
しゅっせき

した委員
いいん

の過半数
かはんすう

で決
けっ

し、可否
かひ

同数
どうすう

のときは、議⻑
ぎちょう

の決
けっ

す

るところによる。 

４ 委員⻑
いいんちょう

は、必要
ひつよう

があると認
みと

めるときは、委員
いいん

以外
いがい

の者
もの

を会議
かいぎ

に 出席
しゅっせき

させ、説明
せつめい

又
また

は意⾒
いけん

を求
もと

めることができる。 

 （委員⻑
いいんちょう

への委任
いにん

） 

第
だい

１７ 条
じょう

 この節
せつ

に定
さだ

めるもののほか、調整
ちょうせい

委員会
いいんかい

の運営
うんえい

に関し
かんし

必要
ひつよう

な事項
じこう

は、委員⻑
いいんちょう

が

調整
ちょうせい

委員会
いいんかい

に諮
はか

って定
さだ

める。 

 

   第
だい

３ 章
しょう

 共生
きょうせい

社会
しゃかい

実現
じつげん

に向
む

けた取組
とりくみ

 

    第
だい

１節
せつ

 市⺠
し み ん

の理解
り か い

促進
そくしん

 

 （広報
こうほう

その他
た

の啓発
けいはつ

活動
かつどう

の推進
すいしん

） 

第
だい

１８ 条
じょう

 市
し

は、 障
しょう

がい及
およ

び 障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

する市⺠
しみん

の理解
りかい

を深
ふか

めるための広報
こうほう

そ

の他
た

の啓発
けいはつ

活動
かつどう

を推進
すいしん

するものとする。 

 （ 障
しょう

がいのある人
ひと

とない人
ひと

との 交流
こうりゅう

の推進
すいしん

） 

第
だい

１９ 条
じょう

 市
し

は、 障
しょう

がいのある人
ひと

とない人
ひと

との相互
そうご

理解
りかい

を深
ふか

めるため、 障
しょう

がいのある人
ひと

とない人
ひと

が 交流
こうりゅう

することのできるよう必要
ひつよう

な取組
とりくみ

を ⾏
おこな

うものとする。 

 

    第
だい

２節
せつ

 情報
じょうほう

の取得
しゅとく

及
およ

び意思
いし

疎通
そつう

 

 （ 情報
じょうほう

の取得
しゅとく

及
およ

び意思
いし

疎通
そつう

における支援
しえん

） 

第
だい

２０ 条
じょう

 市
し

は、障
しょう

がいのある人
ひと

が、情報
じょうほう

の取得
しゅとく

及
およ

び意思
いし

疎通
そつう

が容易
ようい

にできるようにする

ために必要
ひつよう

な支援
しえん

を ⾏
おこな

うものとする。 

 （ 障
しょう

がいのある人
ひと

に配慮
はいりょ

した 情報
じょうほう

提供
ていきょう

） 

第
だい

２１ 条
じょう

 市は、障
しょう

がいのある人
ひと

が 情報
じょうほう

を速
すみ

やかに得
え

ることができるよう、手話
しゅわ

、点字
てんじ

、

平易
へいい

な 表現
ひょうげん

等
とう

の 障
しょう

がいの特性
とくせい

に配慮
はいりょ

した手段
しゅだん

及
およ

び様式
ようしき

による 情報
じょうほう

提供
ていきょう

を ⾏
おこな

うものと

する。 
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 （災害
さいがい

時
じ

等
とう

の 情報
じょうほう

の確保
かくほ

） 

第
だい

２２ 条
じょう

 市
し

は、関係
かんけい

機関
きかん

と連携
れんけい

して、災害
さいがい

時
じ

又
また

は緊
きん

急時
きゅうじ

に、障
しょう

がいのある人
ひと

が、必要
ひつよう

な

情報
じょうほう

を取得
しゅとく

し、又
また

は伝
つた

えられるよう、多様
たよう

な 情報
じょうほう

手段
しゅだん

を確保
かくほ

するものとする。 

 （意思
いし

疎通
そつう

手段
しゅだん

の普及
ふきゅう

等
とう

） 

第
だい

２３ 条
じょう

 市
し

は、点字
てんじ

、平易
へいい

な 表現
ひょうげん

等
とう

の 障
しょう

がいの特性
とくせい

に応
おう

じた意思
いし

疎通
そつう

手段
しゅだん

の普及
ふきゅう

を図
はか

る

ものとする。 

２ 市
し

は、手話
しゅわ

が言語
げんご

であるとの認識
にんしき

に基
もと

づき、手話
しゅわ

に対
たい

する理解
りかい

の促進
そくしん

及
およ

び普及
ふきゅう

を図
はか

るも

のとする。 

 （意思
いし

疎通
そつう

支援者
しえんしゃ

の養成
ようせい

等
とう

） 

第
だい

２４ 条
じょう

 市
し

は、点字
てんじ

、手話
しゅわ

その他
た

の方法
ほうほう

により 障
しょう

がいのある人
ひと

の 情報
じょうほう

の取得
しゅとく

及
およ

び意思
いし

疎通
そつう

を支援
しえん

する者
もの

の養成
ようせい

並
なら

びに技術
ぎじゅつ

の 向上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な取組
とりくみ

を ⾏
おこな

うものとする。 

 

    第
だい

３節
せつ

 ⾃⽴
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

 

 （ 就労
しゅうろう

及
およ

び雇用
こよう

への支援
しえん

等
とう

） 

第
だい

２５ 条
じょう

 市
し

は、 障
しょう

がいのある人
ひと

の 就労
しゅうろう

が促進
そくしん

されるよう、 障
しょう

がいのある人
ひと

が必要
ひつよう

とす

る 就労
しゅうろう

に係
かか

る相談
そうだん

及
およ

び支援
しえん

を ⾏
おこな

うものとする。 

２ 市
し

は、関係
かんけい

機関
きかん

と連携
れんけい

し、事
じ

業者
ぎょうしゃ

が、障
しょう

がいのある人
ひと

の 障
しょう

がいの特性
とくせい

を理解
りかい

し、雇用
こよう

の機会
きかい

を広
ひろ

げるため必要
ひつよう

な取組
とりくみ

を ⾏
おこな

うものとする。 

 （移動
い ど う

手段
しゅだん

に対
たい

する支援
し え ん

） 

第
だい

２６ 条
じょう

 市
し

は、 障
しょう

がいのある人
ひと

の⾃⽴
じ り つ

又
また

は社会
しゃかい

参加
さ ん か

の促進
そくしん

のため、公 共
こうきょう

交通事
こ う つ う じ

業 者
ぎょうしゃ

そ

の他
た

の関係者
かんけいしゃ

と連携
れんけい

し、障
しょう

がいのある人
ひと

が安全
あんぜん

で快適
かいてき

に利用
りよう

できる交通
こうつう

手段
しゅだん

が 提供
ていきょう

され

るよう支援
しえん

を ⾏
おこな

うものとする。 

 

   第
だい

４ 章
しょう

 雑則
ざっそく

 

第
だい

２７ 条
じょう

 この 条例
じょうれい

に定
さだ

めるもののほか、この 条例
じょうれい

の施⾏
しこう

に関
かん

し必要
ひつよう

な事項
じこう

は、規則
きそく

で定
さだ

める。 

 

   附
ふ

 則
そく

 

 （施⾏
しこう

期日
きじつ

） 

１ この 条例
じょうれい

は、平成
へいせい

２９年
ねん

４月
がつ

１日
ついたち

から施⾏
しこう

する。 



9 

 

 

  附
ふ

 則
そく

（令和
れ い わ

６年
  ねん

条例第
じょうれいだい

７号
ごう

） 

 （施⾏
しこう

期日
きじつ

） 

１ この 条例
じょうれい

は、令和
れ い わ

６年
ねん

４月
がつ

１日
ついたち

から施⾏
しこう

する。 


